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はじめに
　弘法山公園は神奈川県秦野市東部の丘陵地を利用して

整備された公園である。面積は約 20.1ha であり（秦野

市，2006），県立丹沢大山自然公園の特別地域に指定さ

れており，公園内の権現山から弘法山に至る尾根部は鳥

獣保護区とされている。昔は弘法山山頂に水が涌くこと

から信仰の山として親しまれてきた場所であるが，現在

は春の桜の時期を中心に，花見や行楽など，人々のレク

リエーションの場として多く利用されている。公園の周

辺は，畑，果樹園，住宅地など人々の生活圏となってい

るが，北側の尾根の一部は丹沢山塊の南端の山々とつな

がっている。

　弘法山公園を調査地として，自動撮影による野生哺乳

類の調査を実施した。自動撮影に用いた赤外線センサー

カメラは，哺乳類では動物相や活動パターンの把握，個

体群密度の推定などに用いられており，直接観察による

人間の影響がないこと，観察の難しい動物にも適用可能

であること，夜間のデータ取得が可能であることなど

から（Culter & Swann，1999），近年多くの哺乳類調査

に用いられている（青木，1998，2006；山根・三橋，

2002；岡崎・若松，2003；上田・姜，2004；説田，

2004；高松ほか，2005；野口，2005）。ただし，一部

の樹上性哺乳類に関しては，自動撮影のストロボの照射

によって，ねぐらの利用に影響を与えることを避けるた

めに，月に 1～ 2回程度の夜間の直接観察による調査

を実施した。
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調査地の概要
　調査地の弘法山公園は秦野市東部の丘陵地にあり，公

園の北側は国道 246 号線で丹沢方面と隔てられている

が，善波峠の一部は，緑地のままで念仏山や高取山など

の丹沢方面の山々の尾根とつながっている。公園の周辺

は，東側斜面はミカン栽培の果樹園や住宅地として利用

されており，西側と北側の斜面は畑や住宅地，一部が綿

羊や馬の飼育に利用されている。南側は急傾斜になって

おり，住宅地や幹線道路，一部で金目川と接している。

　公園内には弘法山（標高 237m），権現山（標高

243m）という 2つのピークが存在する。山頂付近は芝

地にサクラやカエデ類が植栽された公園や釈迦堂となっ

ており，二つのピークをつなぐ遊歩道が整備されている。

これらのピークと遊歩道を取り囲むように山腹の斜面に

林が残されている。林は，コナラ，ミズキ，イヌシデを

優占種とする二次林が主であり，一部にスギやヒノキの

植栽が見られる。二次林には，継続的に管理されている

管理林と放棄されて数十年が経過した非管理林がある。

管理林は遊歩道の脇にあり，林床は低木が少なく，明る

く見通しのよい環境である。非管理林は，低木層にアオ

キやアズマネザサなどが茂っている。スギ・ヒノキ林は，

林床に光が差し込まない薄暗い環境となっている。また，

弘法山山頂には水深 10cm 以下の池があり，権現山山

頂には野鳥観察のために水場が設けられているが，これ

らの他には常時流れがあるような水辺はほとんど見られ

ない。
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調査方法
　調査は赤外線センサーカメラ（Sensor camera Field 

note Ⅱ，及びⅡ a，麻里府商事）を用いて行う自動撮

影と，一部の樹上性哺乳類のために夜間の観察を行っ

た。自動撮影による調査期間は 2004 年 8月から 2006

年 3 月までの 1年 8ヶ月間とした。カメラの設置場所

は，丹沢方面の山々とつながっている善波峠付近（以後，

善波峠地区）と幹線道路や住宅地に近い公園南西側斜

面，及び権現山西側斜面（以後，権現山地区）の 2つ

のエリアとした。カメラは 2004 年 8月から 2005 年 3

月までは，善波峠地区の非管理林とヒノキ林に 4カ所，

2005 年 4月から 2006 年 3月までは，権現山地区の非

管理林に 4カ所設置し（図 1），50cm ～ 1mの高さで

樹木に固定した。1ヶ月に一度カメラの点検に訪れ，フィ

ルムと電池の交換を適時行った。生物がカメラの前にし

ばらく留まった場合に，連続撮影されることを避けるた

めに，1回の撮影後，2分間はシャッターが下りないよ

うに設定した。撮影された写真には日付，時刻が記録さ

れるようにした。それらのデータを用いて，結果の解析

をおこなった。

　夜間の観察は，2006 年 4月から 10 月までの 7ヶ月

間おこなった。観察場所は弘法山山頂の釈迦堂，及び南

東側麓の八幡神社境内付近の 2箇所とし（図 1），樹上

性の種を目的に，日没の時間に合わせて観察を行った。

結果及び考察
　自動撮影法による調査では，カメラの撮影回数は両地

区合わせて 601 回であり，そのうち野生哺乳類が撮影

されたものは 195 回であった。野生哺乳類以外でカメ

ラが作動したものについては，鳥類やハチなどの他の野

生生物に反応したもの，ノネコやイヌ，近くを通った人

間に反応したもの，木漏れ日に反応したと思われるもの

などであった。

　カメラの視野内に 2分以上滞在したものについては，

撮影日時の記録と体の特徴などから同一個体と見なすこ

とのできるものは一個体として解析し，カメラの誤作動

により 2分以内に連続撮影されたものを除くと，撮影

されたのべ個体数は 164 であり，種数は 12 種であっ

た（表1）。撮影された哺乳類の種類と撮影回数の内訳は，

タヌキ 69 回，ノウサギ 30 回，ニホンジカ 19 回，ハ

クビシン 13回，イノシシ 6回，イタチ 4回，アナグマ

3回，ニホンザル，テンが各 2回，キツネ，ニホンリス，

アライグマが各 1回，画像が不鮮明で同定できなかっ

たものが 13回であった（表 1，図 2）。

　夜間の観察においては，八幡神社において，2006 年

9月の夕刻に，ムササビ 1頭が境内のスギの木の割れ目

から出て，社殿奥の木立へ飛び移る様子が確認され，本

調査地をねぐらとして利用していることがわかった。

　神奈川県では，ネズミ類，モグラ類，コウモリ類以

外の野生哺乳類 14種と外来種 5種の生息が確認されて

いる（神奈川県立生命の星・地球博物館編，2003）。本

調査では，自動撮影と夜間の観察において，

在来種 11種と外来種 2種の計 13 種が確認

され，神奈川県内に生息する中大型哺乳類

のほとんどが，何らかの形で弘法山公園の

緑地を利用していることが確認された。

　撮影された哺乳類では，タヌキが全体の

撮影回数の 40％を占めていた。次いでノウ

サギ，ニホンジカが多く，外来種であるハ

クビシンもこれら 3種に次ぐ数であった。

これらの上位 4種が全体の撮影回数の 80％

を占めていたことから，これらの種が弘法

山公園に生息する主な哺乳類であるという

ことが示された（図 3）。そのほかの種の撮

影回数は 6回以下であったため，常時本調

査地を利用しているというよりは，丹沢方

面から一時的に移動してきたものである可

能性が高い。

　撮影された哺乳類について以下に示す。
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図 1.  弘法山公園におけるセンサーカメラの設置場所と夜間の調査地点．
   ● 2004 年 8月～ 2005 年 3月（善波峠地区　カメラ設置）．
   ■ 2005 年 4月～ 2006 年 3月（権現山地区　カメラ設置）．
   ★ 2006 年 4月～ 2006 年 10 月（夜間の観察）．
   国土地理院数値地図 25000 を改図．
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表 1.  各調査地で撮影もしくは確認された哺乳類
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霊長目オナガザル科
ニホンザル（Macaca fuscata）
　権現山地区では一度も撮影されず，善波峠地区の調査

地で 9月と 10 月に 2回，単独で行動している様子が撮

影された。ニホンザルのオスは 4，5歳になると生まれ

た群れを出てハナレザルになり（神奈川県立生命の星・

地球博物館編，2003），その分布域は群れ分布の周囲に

広がっているという（南関東ニホンザル調査・連絡会，

1997）。今回撮影されたものは単独で，ほぼ同時期に2回，

善波峠のみの記録であったことから，このような単独個

体が丹沢方面から一時的に出現したものと推察される。

ウサギ目ウサギ科
ノウサギ（Lepus brachyurus）
　撮影回数はタヌキに次いで 2番目に多く，両調査区

で一年を通して撮影された。ノウサギは伐採跡地のよ

うな開放環境と森林環境をそれぞれ採食環境，休息・ね

ぐら環境として選択的に利用していると考えられている

（島野ほか，2003）。弘法山公園は周辺に草地や林，果

樹園などの多様な環境が存在することから，本種の生息

環境として適しているのではないかと考えられる。

囓歯目リス科
ニホンリス（Sciurus lis）
　権現山地区で倒木の上を通過する様子が 1回撮影さ

れた。本種は，園田・田村（2003）によれば，1984

年の調査に比べて県内全域における生息メッシュ数は

1/3 以下となっており，生息地の減少がさらに進んでい

るという。また，神奈川県レッドデータ生物調査報告書

（広谷，2006）では準絶滅危惧種として記載された。神

奈川県には，本種の他に外来種のタイワンリスが帰化し

ているが，前足や胸の部分の体毛の橙色がはっきりと撮

影されていたことから，ニホンリスと判断した。

ムササビ（Petaurista leucogenys）
　夜間の観察によって，弘法山南東麓にある八幡神社で

2006 年 9月 19 日の 18:20 頃に境内のスギの木の割れ

目から 1頭が出てくるところを確認した。その後，9月

20 日，10 月 10 日にも巣穴から出て境内奥の木立に飛

び移る様子が確認された。これらはすべて同じ巣穴を利

用していた。ムササビは巣穴から出る際に特徴的な鳴き

声を発するため，その声によって存在を確認することが

できるが，今回の調査で見られた個体は，全く声を発す

ることがなかった。八幡神社では，2006 年 4月から月

に 1～ 2回観察をおこなってきたが，9月までは一度

も見られなかった。したがって常時この場所を利用して

いるのではなく，季節的に利用している可能性が高いと

考えられる。

　一方，弘法山釈迦堂では調査期間中は一度も確認され

なかった。釈迦堂周辺には，ウラジロガシ，イチョウ，

タブノキなどの大木があり，近年の目撃情報もあること

から，生息地として利用されている可能性はあると考え

られる。なお本調査地では 2002 年 2月に八幡神社およ

び釈迦堂でムササビの糞が確認され，弘法山付近を生息

地としていることが報告されている（青木ほか，2006）。

食肉目イヌ科
キツネ（Vulpes vulpes）
　善波峠地区で 1回撮影された。本種は，神奈川県レッ

ドデータ生物調査報告書（広谷，2006）で準絶滅危惧

種として記載されており，かつては県内に広く分布して

いたが，急速に個体数を減少させていると考えられる種

である。現在では主に丹沢と箱根の山麓からブナ帯にか

けて生息が確認されている（神奈川県立生命の星・地球

博物館編，2003）。

タヌキ（Nyctereutes procyonoides）
　本種は本調査地において最も多く撮影された。撮影回

数は冬と春には少なく，夏と秋に増加する傾向が見られ

た。善波峠地区と権現山地区での撮影頻度はほぼ同程度

であった。親子連れや，亜成獣と思われる小さい個体が

単独で撮影されたこともあった。

食肉目イタチ科
テン（Martes melampus）
　権現山地区で 1月に，善波峠地区で 5月に計 2回撮

影された。本種は夏と冬で体色が変化するが，撮影され

たものも，顔の毛色が 1月に撮影された個体は白色，5

月に撮影された個体は黒色であった。本種は，かつては

神奈川県では平地の森林にも生息していたと考えられる

が，現在では丹沢・箱根の山麓からブナ帯までの森林

に限られている（神奈川県立生命の星・地球博物館編，

2003）。

イタチ（Mustela itatsi）
　善波峠地区では一度も撮影されず，権現山地区で6月，

8月，9月及び 10 月の計 4回撮影された。本種はほぼ

完全な動物食の高次捕食者であり，神奈川県レッドデー

タ生物調査報告書（広谷，2006）では，準絶滅危惧種

として記載されている。

アナグマ（Meles meles）
　権現山地区のみで 5月と 2月に計 3回撮影された。

本種は冬期に活動が低下することが知られているが，本

調査地では冬期の 2月にも撮影された。本種もかつて

は広く分布していたと考えられるが，平野部からの記録

が少なくなっている（神奈川県立生命の星・地球博物館

編，2003）。また，本種は人為的な環境を避けて行動し

ているうちに分布が退行してしまっていると考えられて

いる（金子，2000）。
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偶蹄目イノシシ科
イノシシ（Sus scrofa）
　善波峠地区のみで 10 月と 11 月に確認された。イノ

シシは，母子あるいは母娘とその子で数頭から十数頭の

群れをつくって行動する（神奈川県立生命の星・地球博

物館，2003）。また，上田・姜（2004）が山梨県の果

樹園で行った自動撮影カメラによる調査においても，一

枚の写真に数個体（2～ 6頭）が撮影されることがある

と報告されているが，本調査地で撮影されたものは全て

単独であった。

偶蹄目シカ科
ニホンジカ（Cervus nippon）
　撮影回数は 19 回で，そのうち 18 回は権現山地区で

あった。一年を通して撮影され，オス，メス両方見られ

た。成獣のオスが複数で行動している様子も撮影された。

　

食肉目アライグマ科
アライグマ（Procyon lotor）
　権現山地区で 2005 年 8 月に 1回撮影された。本種

は北アメリカ原産で，1962 年に愛知県で野生化が確

認されて以来本州各地に広がった移入種であり，2005

9 10
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図 2.    
1.  タヌキ　2.  ノウサギ　3.  ニホンジカ雌個体　4.  ニホンジカ雄個体
5.  ハクビシン　6.  イノシシ　7.  イタチ　8.  アナグマ　9.  ニホンザル
10.  テン　11.  キツネ　12.  ニホンリス　13.  アライグマ．
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年に施行された外来生物法では特定外来生物に指定さ

れ，県内でも生息域の拡大が懸念されている。弘法山

公園周辺では，2004 年 4月に秦野市曽屋，及び名古木

で足跡が見つかったことが報告されており（田畑ほか，

2006），今回写真が撮影されたことから，弘法山周辺で

の生息の証拠が得られた。

食肉目ジャコウネコ科
ハクビシン（Paguma larvata）
　善波峠地区では一度も撮影されず，撮影された 13回

の全てが権現山地区であった。ハクビシンはインド，中

国，台湾，インドシナ半島などに分布し，日本には戦前

に毛皮養殖用に持ち込まれ，その後野生化したと考えら

れる外来種であり（中村ほか，1989），人里への進出が

顕著であると言われている。ハクビシンの食性は，果実

類，植物の種子，葉，地上性の昆虫類，サワガニなど多

岐にわたっているが，中でも果実類は大きな割合を占め

ていたという（松本･浜口，1990）。弘法山の周囲は果

樹園も多いことから，豊富な餌を求めて出没しているこ

とが推察される。

　上記の哺乳類の撮影時間帯は日没後 2時間から未明

にかけてがほとんどであり，昼間撮影されたものは，善

波峠地区でニホンザル，権現山地区でニホンジカ，タヌ

キが各 1回の計 3回のみであった。また，最も撮影頻

度の高かったタヌキでは，夕刻と真夜中に 2回のピー

クがあり，夜中に一度，撮影頻度が減少する時間帯が見

られた（図 4）。青木（2006）が神奈川県相模原市で行っ

た調査でも同様の結果が得られている。

　権現山地区の調査地の 1つでは，2005 年 5月 1日か

ら 5日の間に，タヌキ，ニホンジカ，ハクビシン，ア

ナグマ，及びテンの 5種の哺乳類が撮影され，同じ獣

道をほとんど同時期に複数の種類の哺乳類が共同で利用

していたことがわかった。

　弘法山公園は，休日には多くの行楽客が散策に訪れる

場所である。また，桜の名所でもあり，春先は昼夜を問

わず多くの行楽客が訪れ，利用者が一時的に増加する特

殊な環境でもある。そのような環境においては人為的な

環境を避ける傾向にある種の生息は難しい状況にあるの

かもしれない。それでも，今回の調査では，外来種 2種

を含む 13種もの野生哺乳類が撮影され，この場所を生

活圏の一部として利用していることが確認された。加え

て，このあたりの生態系の頂点に立つ高次捕食者であり，

神奈川県レッドデータ生物調査報告書（広谷，2006）

で準絶滅危惧種として記載されているキツネやイタチな

どが撮影されたことは注目すべき結果であった。
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